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ごあいさつ

宮若市では、市民参加による協働のまちづくりを推進するため、市民の皆様にまちづくりに関

する情報を積極的にお知らせし、情報の共有に努めております。そのひとつとして、決算の概要

をわかりやすく説明した「宮若市マネーブック～わかりやすい決算書～」を作成しており、この

たび、平成２８年度分の決算内容をまとめたマネーブックが完成しましたのでお知らせします。

平成２８年度は、企業収益の増加による法人市民税の増収や、小中一貫校建設事業の完了に

よる普通建設事業費の減少等の要因に加え、事務事業の見直し等継続した行財政改革の推進に

より、一般会計決算において黒字を確保することができました。　

また、まちづくりのグランドデザインである「第１次宮若市総合計画」が平成２９年度で区切

りを迎えることから、平成２８年度より「第２次宮若市総合計画」の策定に着手しました。宮若

市の将来像やその実現に向けた基本目標と施策の大綱を示した“基本構想”の議決を受け、平

成２９年度は具体的な施策を分野別に体系化した“基本計画”の策定に取り組んでおります。

第１次総合計画の重点プロジェクトのひとつとして掲げております定住促進施策については、

平成２８年１１月より住宅団地「光陵WONDER! GARDENS」の分譲を開始し、子育て世代の

方々を中心に市内外問わず多くの皆さんから好評を得ております。分譲を開始した９０区画は概

ね申込をいただいている状況であるため、引き続き定住奨励金制度などの施策と併せて広くＰＲ

を行い、完売に向けた取組を進めて参ります。

さらに、教育先進のまちづくりを進める中、施設一体型の小中一貫校、若宮小学校・宮若西

中学校を平成２８年４月に開校、平成２９年度からの宮若西中学校区の小学校再編に伴いスクー

ルバスを購入するなど、まちの将来を担う子どもたちの教育環境の整備を進めるとともに、中心

拠点整備の核となる市役所本庁舎については、防災拠点機能を備え市民の利便性に配慮したシ

ンプルで身の丈にあった施設として、平成３１年度の完成を目標に基本・実施設計に取り組んで

おります。

宮若市は市制施行１２年目を迎え、次の１０年を見据えた新たなまちづくりのさなかにありま

す。これまでに築いた都市基盤や生活基盤を礎に、宮若市にある魅力を最大限に活かし、発展

させ、さらに創造しながら、一歩一步着実に歩みを進めて参ります。このまちに住む皆様が「住

んでよかった」「これからも住み続けたい」と感じ、誇りを持てるような輝くふるさとづくりに向

けてさらに邁進して参りますので、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

平成２９年９月
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はじめに

 
宮若市では、市民の皆様と協働でまちづくりを行うため、市の情報を積極的に公

開しており、その１つの方法として、予算書と決算書の概要版を作成し、市民の皆
様に配布しています。

このマネーブックは「第１次宮若市総合計画」で定めた６つの基本方針に基づいて
構成しています。基本方針ごとに、どのような事業を行い、どのくらいのお金を使っ
たのかをできるだけわかりやすく紹介しています。

なお、個々の事業の内容については、直接担当課までお問い合わせください。

　宮若市では「ひと・みどり・産業が輝く 新たなふるさと」を将来像として
まちづくりを行っています。この実現に向けて、６つの基本方針を定めていま
す。

ま ち づ く り の 基 本 方 針

ひと・みどり・産業が輝く
新たなふるさと

将来像

自然と共生した
まちづくり

個性豊かな
快適生活の
まちづくり 活気にあふれる

多様な産業と
交流の

まちづくり

健康で
やすらぎのある

福祉の
まちづくり

豊かな心を
育む

まちづくり

地域が自立した
協働の

まちづくり
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自主財源
 ３８．３%

依存財源
 ６１．７%

平成２８年度　宮若市一般会計決算
歳入　 １６８億５，８０７万円 
歳出　 １５９億６，３０５万円
差引　　 ８億９，５０２万円

市税
　４６億８，６７２万円
　（２７．８％）

分担金・負担金
　１億３，３５７万円
　 （０．８％）

使用料・手数料
　３億８，２４７万円
　（２．３％）

繰越金
　６億５，６８０万円
　（３．９％）

その他
　５億９，３０２万円
　（３．５％）

地方交付税
　４２億６，２３８万円
　（２５．３％）

県支出金
　９億８，５７９万円
　（５.９％）　

国庫支出金
　３１億３，７８５万円
　 （１８．６％）

交付金
　８億６，５１９万円
　（５．１％）

市債
　１１億５，４２８万円
　（６．８％）

自主財源 　３８．３％（前年度比 ＋ ５．１％）
　市が自主的に収入できるお金のことで、市税や負担金、使用料、繰越金などのことです。この割合
が高いほど財政が安定し、自主的な事業に取り組むことができます。
　法人市民税や固定資産税などの市税が増加しました。

依存財源 　６１．７％（前年度比 ー ５．１％）
　国や県から交付されるお金のことで、国・県支出金、地方交付税、市債などのことです。小中一貫
校の整備が終了したことなどにより、国庫支出金や市債が減少しました。

歳 入
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義務的経費　４８．１％（前年度比 ＋ ３．８％）
　市職員や議員などの人件費、児童・高齢者・生活困窮者などの支援に要する扶助費、市の借金の
返済である公債費のことで、この割合が高いと財政構造が硬直化し、自主的な事業が制限されます。
　借金の返済を一部開始したことで、公債費が増加しました。

投資的経費　１３．８％（前年度比 ー ８．４％）
　道路や公共施設の整備、災害復旧などにかかるお金のことです。小中一貫校の整備が終了したこと
により減少しました。

その他の経費　３８．１％（前年度比 ＋ ４．６％）
　施設の維持管理や賃金などの物件費、各種団体や消防署・介護保険広域連合などへの負担金、
特別会計への繰出金などのことです。基金への積立金を増やしたことや給食調理業務を一部民間委託
したことなどにより増加しました。

歳 出

義務的経費
４８．１%

投資的経費
１３．８%

人件費
　２１億３，０５８万円
　（１３．３％）

扶助費
　４１億１，００３万円
　（２５．７％）

公債費
　１４億４，７３９万円
　（９．１％）

物件費
　２１億１１４万円
　（１３．２％）

投資的経費
　２２億１１８万円
　 （１３．８％）

補助費等
　１４億６，８７９万円
　（９．２％）

繰出金
　１６億１，１９３万円
　（１０．１％）

その他の経費
３８．１%

維持補修費
　１億７５０万円
　（０．７％）

その他
　７億８，４５１万円
　（４．９％）
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財政力指数は財源の余裕度を表
しています。数値が低いほど国へ
の依存度が高いといえます。
公債費が増加したため、少し低く
なりました。

グラフで見る財政状況
宮若市の財政状況をグラフで見てみましょう。景気の悪化や施設の建設は市の財政にどのような影響を
与え、市の行財政改革による支出の削減はどのように効果が表れているのでしょうか。

財政力指数

０．７００

０．６００

０．５５０

０．５００

０．４５０

０．６５０

０．７５０

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

０．５７１

０．５６７

経常収支比率

１１０．０

１０５．０

１００．０

９５．０

９０．０

８５．０

８０．０
Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

経常収支比率は、市税などの使い
道が限定されていない収入に占め
る、人件費などの支出が義務づけら
れた経費の割合です。数値が低い
ほど柔軟な財政運営ができるといえ
ます。
法人市民税や固定資産税などの市税
が増加し、扶助費などが減少したた
め低くなりました。

８９．９
８７．７

８４．６

０．５４５

（単位：％）

Ｈ２８Ｈ２４

０．５４８

８７．８

０．５５９

９０．６
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Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

市債残高

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

２０，０００

１８，０００

１６，０００

１４，０００

１２，０００

１６，９４０

１８，３８０１８，４９８

（単位：百万円）

市債とは市の借入金のことです。長年に
わたって使用する公共施設等については、
将来その施設を使う人にも平等に負担して
もらう目的もあります。
学校教育施設等整備事業債や臨時財政
対策債などの借入を行いましたが、返済
額が上回ったため、残高は減少していま
す。

基金残高

１３，０００

１２，０００

１１，０００

１０，０００

９，０００

８，０００

６，０００

１０，７１１

１１，４５６

９，４７４

（単位：百万円）

基金とは、市の貯金のことです。
経済情勢の著しい変動等による収支の悪
化に備えるための財政調整基金や減債基
金、その他特定の事業を行う目的で積み
立てを行っている基金などがあります。
施設整備等基金などへの積み立てにより
増加しています。

７，０００

１７，１９７

１０，２１０

１７，７９９

１０，４０２
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第
１
章

自然環境と地域景観の保全

■ 空き家等対策事業　( まちづくり推進課 )

５２９ 万円

財源　市：５２９万円

空き家等対策については、国・県からの情
報提供等を注視し、実態調査の結果を踏まえ
ながら、空家等対策の推進に関する特別措置
法に基づく「宮若市空家等対策計画」を策定し
ました。

　　　　　　　　　

■ 不法投棄防止対策事業　( 環境保全課 )

９０ 万円

財源　市：９０万円

　不法投棄防止推進委員による監視体制の強
化や不法投棄防止監視カメラ、看板、防護柵
の設置などによる不法投棄の防止に努めまし
た。

また、環境クリーン作戦や遠賀川流域河川
一斉清掃の実施、自治会などが実施している
環境美化運動の支援を行いました。

廃棄物処理とリサイクル対策の推進

■ ごみの減量化・リサイクル推進
　 事業　( 環境保全課 )

６４９ 万円

財源　市：６３４万円
　　　その他：１５万円

ごみの減量化・リサ
イクルを推進するため、
毎月第２・第４日曜日
に市役所本庁舎と若宮
コミュニティセンター
で行っている資源物拠
点回収を継続して実施しました。また、リサ
イクル活動登録団体へ回収１kg 当たり８円の
奨励金や生ごみ処理機器購入者、ダンボール
コンポスト購入者に補助金を交付しました。

第１章 自然と共生したまちづくり

水利用と上水道の整備

■ 浄水施設整備事業　( 水道課 )

２億５，８５２ 万円

財源　国：５，１７５万円
         その他：４７９万円
         市：２億１９８万円（うち市債：１億９，２１０万円）

宮若市の水道水は、遠賀川水系八木山川の
地下水と犬鳴ダムを水源とした上水道により
供給しており、計画的に水道施設の整備を進
めています。平成２８年度は生見浄水場や沼口
浄水場など浄水施設の整備を行いました。　
また、平成２４年度より継続して実施している
生見、神ノ隈浄水場統合整備事業において、
平成２７年度より（新）生見浄水場本体工事を
行っています。

■ 配水管整備事業　( 水道課 )

９，３１６ 万円

財源　その他：３９３万円
         市：８，９２３万円（うち市債：７，５８０万円）

　各浄水場できれいになった水を運ぶための
配水管を市内の各所に埋設しています。平成
２８年度は岩渕橋添架水道管布設外３カ所及び
市内の配水管の整備・耐震化を実施しました。
　

下水道等の整備

■ 公共下水道建設費　( 下水道課 )

７億１１７ 万円

財源　国：２億６０４万円
         その他：４，８５８万円
         市：４億４，６５５万円（うち市債：２億９，０６０万円）

福岡県が事業主体である遠賀川中流流域下
水道事業の進捗状況と併せて、詳細設計と調
査などの業務を行い事業認可区域内の幹線管
きょや末端管きょの整備促進を図りました。
　また、遠賀川中流流域下水道事業では、広
域的な汚水処理対策を図るため、福岡県と関
連市町が連携して整備を促進しました。
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第
１
章

第
２
章

■ 合併浄化槽整備事業　( 下水道課 )

２，０５２ 万円

財源　国：６８２万円　県：６８２万円
         市：６８８万円

　宮若市汚水処理構想に基づき、公共下水道
整備区域以外での浄化槽の設置を推進します。
平成２８年度は、５人槽２８基、７人槽２７基
の合計５５基の設置を図りました。

治山・治水・砂防対策の充実

■ 砂防費　( 土木建設課 )

３，０６５ 万円

財源　県：１，４２７万円
         市：１，６３８万円（うち市債：１，４２０万円）

　福岡県の補助事業である急傾斜地崩壊対策
事業により、宮日田地区（金生）と脇田地区（脇
田）の整備を進めました。

■ 荒廃森林再生事業　( 農政課 )

８，００７ 万円

財源　県：８，００７万円

森林には、木材生
産だけでなく、水や
酸素の供給、土砂災
害防止、洪水・渇水
の緩和や地球温暖化
の防止などの役割が
あります。しかし、
近年では林業不振等
による森林の荒廃が
進行しており、洪水
や渇水、土砂災害の
発生など、人々の生活に大きな影響を及ぼす
恐れがあります。そのため、福岡県では、森
林環境税を使った取り組みを実施しています。
宮若市も未整備となっている森林の整備に向
けた取り組みを行いました。

調和のとれた土地利用の促進

■ 国土調査の実施　( 土地対策課 )

６，１５７ 万円

財源　国：２，１５４万円　県：１，０７７万円
         市：２，９２６万円

平成２８年度は、下有木地区の一部及び山口
地区の一部の地籍図、地籍簿の作成と四郎丸
地区の一部及び山口地区の一部の一筆地調査、
測量を実施しました。地籍調査完了後は、国
の承認を経て法務局の字図と登記簿が修正さ
れ、土地取引の円滑化や行政運営の効率化を
図ります。

中心拠点、地区拠点の整備

■ 中心拠点の整備 ( まちづくり推進課 )

９６６ 万円

財源　市：９６６万円（うち市債：６２０万円）

中心拠点の整備については、議会に設置さ
れた中心拠点整備調査特別委員会をはじめと
して、学識経験者及び関係機関の代表者等で
構成される宮若市中心拠点整備推進協議会等
の意見や提案を伺いながら、新庁舎建設に関
する基本・実施設計に着手しました。

第２章 個性豊かな快適生活のまちづくり
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定住・住宅施策の推進

■ 住宅団地整備事業　( まちづくり推進課 )

３億７，３３４ 万円

財源　国：１億２，３０３万円
　　　市：２億５，０３１万円（うち市債：８，５８０万円）

　定住人口の拡大を図るため、整備を進めて
きた光陵団地の整備が完了しました。名称も

「光陵WONDER! GARDENS」に決定し、団地
の早期完売に向けてさまざまな PR、販売促進
活動を展開しました。

■ 定住促進事業　( まちづくり推進課 )

１億２０４ 万円

財源　国：１，４４３万円　
　　　市：８，７６１万円

　定住奨励金については、宮若市に定住する
ために新たに住宅等を取得した人を対象に、
固定資産税相当額を奨励金として、延べ４５１
件の交付を行いました。

また、子育て・新婚世帯家賃補助については、
将来の定住者となり得る若い世代の確保を図
るため、新婚世帯と転入した子育て世帯を対
象に民間賃貸住宅の家賃の一部を補助しまし
た。補助金額は、上限を月に２万５千円とし、
補助期間は最長で３６ヶ月としています。平成
２８年度は延べ２９５件の補助金を交付しまし
た。

■ 住宅管理事業　( 建築都市課 )

３，７１５ 万円

財源　国：１，５８４万円　市：２，１３１万円

　市営住宅長寿命化計画の維持管理計画に基
づき、住宅の安全性確保及び長寿命化を図る
ために、国の補助金を活用し、新成団地外壁
調査、陽の浦団地外壁改修工事を実施しまし
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　また、市民が快適に住み続けられること及
び市民の消費を促し、地域経済の活性化を図
るため、個人住宅及び地区公民館を対象に住
宅等改修補助金制度を継続して実施しました。
　さらに、宮若市耐震改修促進計画に基づき、
木造戸建て住宅耐震改修補助金制度を引き続
き実施しました。

道路・交通網の整備

■ 高齢者社会に対応した生活交通
　 手段の確保　( 産業観光課 )

５，２８１ 万円

財源　県：６６万円　市：５，２１５万円

　地域バス路線対策として、路線バス廃止
代替７路線及び路線バス（ＪＲバス・西鉄バ
ス）並びに中学校統廃合による東部地区の通
学手段確保に係る運行維持費を補助しました。 
　また、市内の地域公共交通を維持するた
め、 地 域 の 実 情 に 即 し た サ ー ビ ス の 実 現
に 向 け、 宮 若 市 地 域 公 共 交 通 実 施 計 画 を
策定し、一部路線の見直しを行いました。 

■ 道路新設改良費　( 土木建設課 )

６億５１７ 万円

財源　国：２億６，７０４万円
  　    市：３億３，８１３万円
　　　　　（うち市債：２億３，６９０万円）

　幹線となる市道の大規模な新設・改良につ
いては、国庫補助事業で整備を進めており、
地域や企業との調整、協力を行いながら、問
題や課題を整理します。　　　　　　　　　
　また、市域を通過する各県道との整合性を
図りながら市道高尾・水町線、小谷線、浦田・
京野線、赤木・大谷線、坂元・中川原線外の
整備を促進し、歩道の整備を含め、利便性や
安全性を高めました。
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■ 道路橋りょう総務費　( 土木建設課 )

４６６ 万円

財源　市：４６６万円

市民と行政が協働して良好な道路環境の保
全を推進することを目的とし、「宮若市道路愛
護推進活動に関する資材等支給基準」により、
平成２８年度も制度の周知を積極的に行い、活
用団体の増加に努めました。

公園・緑地の整備

■ 河川公園・２０００年公園維持
　 管理事業　( まちづくり推進課 )

１，０２５ 万円

財源　市：１，０２５万円

　犬鳴川河川公園や２０００年公園については、
市民団体等との協働による管理を行うととも
に、市民団体、企業、行政、学校等による多
くの方々の交流の場としての活用を推進しま
した。

消防・防災・防犯・交通安全の充実

■ 犯罪を防止する環境整備　( 総務課 )

７８２ 万円

財源　市：782 万円

　自治会などによる防犯灯の設置を支援し、
犯罪を防止する環境整備を進めました。

　

■ 自主防災組織の育成　( 総務課 )

８６ 万円

財源　市：８６万円

　自主防災組織につ
いては、自助・共助・
公助の基本理念に基
づいた地域防災力の
向上に向け、組織の
設立・育成に取り組
むとともに、災害時
の初動対応や避難行動要支援者避難支援体制
の構築を図りました。

■ 青年就農給付金　( 農政課 )

４５０ 万円

財源　国：450 万円

農業の新たな担い手育成・確保に向けて、
若年層の就農意欲を高め、その後の着実な就
農定着を図るため、青年等就農計画の認定を
受けた者に対し、経営の不安定な就農初期段
階の支援として、青年就農給付金を給付しま
した。

農林業の振興

■ 営農推進対策事業　( 農政課 )

４９９ 万円

財源　市：499 万円

宮若市独自の事業として、農業経営力の強
化を目的とし、認定農業者連絡協議会の取組
や有害鳥獣対策、特産品の開発・販路拡大等
に対して補助金交付を行い、組織や個別農家
に対する支援を行いました。

第３章 活気にあふれる多様な産業と交流のまちづくり
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企業誘致の推進

■ 企業誘致活動　( まちづくり推進課 )

３，２３１ 万円

財源　市：３，２３１万円

福岡県等関係機関と連携を図りながら企業
訪問や企業立地セミナー等に参加し、誘致活
動を進めました。

また、誘致企業の磯光工業団地での工場建
設、操業開始に伴い、企業立地促進助成金の
交付を行いました。

観光の振興

■ イメージアップ事業　( 産業観光課 )

４１４ 万円

財源　国：２００万円　その他：２１４万円

　宮若市のイメー
ジアップを図るた
め、宣伝効果や話
題性が高く、市の
特産品でイメージ
キャラクターでも
ある追い出し猫を積極的に活用し、市内外の
イベントや観光物産展等を通じて市の特産品
や観光の PR を行いました。

■ 観光資源の整備　( 産業観光課 )

６６１ 万円

財源　県：７６万円　その他：４５２万円
　　　市：１３３万円

　入込客と市内周遊・滞在時間を増やし、市
内での消費拡大を図るため、スマートフォン
などで利用可能な宮若観光ルートナビシステ
ムの構築と運用に向けた取り組みを支援する
ため、補助金を交
付しました。　　
　また、脇田温泉
の観光案内看板や
バス停の改修など
を行い、景観の向
上に努めました。

■ 多面的機能支払交付金事業　( 農政課 )

３，９９２ 万円

財源　国：１，９９６万円　県：９９８万円　
　　　市：９９８万円

　農地や農業用水などは、水を蓄えたり、洪
水を防止するなど、多くの役割によって私た
ちの生命と財産を守っています。農業や農村
が持つ役割を維持するため、農用地の保全管
理をする共同活動を支援しました。

　

工業の振興

■ 中小企業の経営支援　( 産業観光課 )

８３３ 万円

財源　市：８３３万円

宮若商工会議所が実施する小規模事業や関
係団体の育成を図るため、中小企業育成補助
金を交付しました。

また、若宮商工会が実施する小規模事業と
関係団体等の育成を目的に商工振興補助金を
交付しました。

商業の振興

■ 特産品の開発・販路開拓の推進
　 ( 産業観光課 )

６４０万円

財源　市：６４０万円

　特産品や農産物の販路開拓や宮若ブランド
の確立を図るため、商業者と認定農業者等で
組織する「宮若じまん振興会」に対して補助
金を交付し、販路拡大や普及促進に取り組み
ました。
　また、宮若商工会議所と若宮商工会が実施
するプレミアム付振興券発行事業を支援しま
した。
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第４章 健康でやすらぎのある福祉のまちづくり

社会福祉の充実

■ 地域福祉計画の策定 (保護人権課 )

１９９ 万円

財源　市：１９９万円

地域で共に暮らす人々が、障がいの有無や
年齢に関係なく、お互いに支え合い助け合い
ながら、住み慣れた地域で安心して暮らして
いけるような地域社会をみんなで築いていく
取組を定めた計画を策定しました。

児童・母子福祉の充実

■ 子育て支援センターの運営
　 ( 子育て支援課 )

１，８７６ 万円

財源　国：６９１万円　県：６９１万円
　　　その他：２４８万円　市：２４６万円

　３カ所の子育て支援センター、さくらんぼ
（さくら幼児園内）・たんぽぽ（宮若リコリス内）
･ たけんこ（若宮幼稚園横）については、子育て
相談や親子の交流の場として地域の身近な子
育て支援の拠点となるよう継続して運営を行
いました。　　　　　　　　　　　　　　　　
　また、さくらんぼとたけんこ、第２保育所の
３カ所で実施している一時預かり事業を継続
して実施しました。

　　　

■ 病児保育事業 ( 子育て支援課 )

４２ 万円

財源　市：４２万円

　病児保育は、生後４カ月から小学６年生ま
でを対象に、その子どもが病気になった時に、
保護者の就労などの理由で自宅で看病が出来
ない場合に、専用の施設でお預かりする事業
です。平成２８年度から、宮若市・直方市・鞍
手町・小竹町の２市２町での広域事業として、
鞍手乳児院（鞍手町）で事業を実施しました。

■ 保育所の運営　( 子育て支援課 )

４億８，６４１ 万円

財源　国：１億３，３０３万円　県：6,674 万円
         その他：7,３７４万円　市：２億１，２９０万円

　公立保育所及び私立保育所における通常保
育や延長保育などの保育サービスを継続して
実施しました。

■ 母子・父子家庭等への支援　
　　(子育て支援課 )

２億２，０２９ 万円

財源　国：７,７０７万円　県：２０１万円
　　　市：１億４，１２１万円

　母子・父子家庭等の生活の安定と自立支援
を促進するために児童扶養手当や高等職業訓
練促進給付金等の給付を行いました。　　　

■ 認定こども園の運営　( 子育て支援課 )

１億１，０９３ 万円

財源　県：8 万円　その他：１，５９９万円
　　　市：９,４８６万円

　平成２１年度に開設した認定こども園「さく
ら幼児園」に お い て、通常保育及び延長保育
などの保育サービスを継続して実施しました。

高齢者福祉の充実

■ 地域包括支援センター事業
　 ( 健康福祉課 )

５，１６３ 万円

財源　その他：5,１６3 万円

　団塊の世代が７５歳以上となる２０２５（平成
３７）年を目処に、高齢者が住み慣れた地域で
自分らしい暮らしを人生の最後まで続けるこ
とができるよう、医療・介護・介護予防・住まい・
生活支援が一体的に提供される地域包括ケア
システムの構築のため、在宅医療・介護連携
の推進、認知症施策の推進、地域ケア会議の
推進などに取り組みました。
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■ 介護予防事業　(健康福祉課 )

３，４６５ 万円

財源　その他：１，７３１万円　市：１，７３４万円

要支援・要介護状態に
なることを予防するとと
もに、要介護状態になっ
た場合でも可能な限り地
域において自立した日常
生活を営むことができる
よう介護予防教室を実施しました。
■ 通所型介護予防事業

要支援・要介護状態となる可能性の高い６５
歳以上の人を対象に、運動器の機能向上、栄
養改善、口腔機能の向上などの教室を開催し
ました。
■ 介護予防普及啓発事業

運動器の機能向上、栄養改善、口腔機能の
向上、認知症予防などを目的として公共施設
及び自治会などで実施する介護予防教室を通
して介護予防に関する知識を習得してもらい、
日常生活の中で自発的に介護予防の取組が行
われるよう支援しました。

■ 介護ロボット等導入支援事業
　　(健康福祉課 )

５２３ 万円

財源　国：５２３万円　

　介護サービス事業者が、移動支援や見守り
支援などの介護ロボットを導入する際に経費
の一部を助成することで、介護従事者の負担
の軽減を図るとともに、働きやすい職場環境
の整備により介護従事者の確保に資すること
を目的として、６事業者に助成を行いました。

障がい者福祉の充実

■ チャレンジ雇用の実施　( 総務課 )

１３５ 万円

財源　市：１３５万円

　障がいのある人が民間企業へ就職するため
の経験を積む機会として、チャレンジ雇用を
実施しました。

■ 介護給付費・訓練等給付費事業
　 ( 健康福祉課 )

６億９，３４０ 万円

財源　国：３億４，６７０万円　県：１億７，３３５万円
         市：１億７，３３５万円

　住み慣れた家庭や地域で安心して充実した
生活が送れるよう、訪問系サービス、日中活
動系サービス及び居住系サービスなど、利用
者の申請に基づくサービスを提供しました。

■ 自立支援医療給付費事業　(健康福祉課)

９，２２４ 万円

財源　国：４，６１２万円　県：２，３０６万円
         市：２，３０６万円

　障がいのある人の手術等の医学的処置や機
能障がいの軽減改善を図るための医療費を給
付しました。また、障がいを除去・軽減する
手術等、治療により確実に効果が期待できる
障がいのある児童に対し、生活能力を得るた
めに必要な医療費の支給を行う等、生活の支
援を行いました。

■ 地域生活支援事業　(健康福祉課 )

２，９９１ 万円

財源　国：６７６万円　県：３３８万円　
　　　市：１，９７７万円

　障がいのある人やその保護者などに対する
相談体制の確立を図るとともに、意思疎通支
援や移動支援、日中一時支援、日常生活用具
給付等事業、医療的ケア支援事業など、安心
して日常生活が送れるような支援体制の確立
を図りました。　

健康づくりの推進

■ 健康診断・がん検診　(健康福祉課 )

１，４９７ 万円

財源　国：１６万円　市：１，４８１万円

　生活習慣病の早期発見、重
症化予防のため、１８歳以上
の市民を対象に健康診断及
びがん検診（胃がん、肺がん、
大腸がん、子宮がん、乳がん）
を実施しました。
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■ みやわか健康ポイント事業
　 ( 健康福祉課 )

２８５ 万円

財源　市：２８５万円

　自主的な健康づくりを支援するため、健康
づくりに関する事業をポイント化し、ポイン
ト達成者全員への記念品贈呈を行いました。

■ 妊婦健康診査　(健康福祉課 )

１，９１２ 万円

財源　市：１，９１２万円

　母子ともに安全な出産を
迎えるため、妊婦健康診査
の費用を公費負担し、受診
を促進しました。
　また、出産後の子育てが
スムーズにいくように妊娠
中から健康管理の支援を行
いました。

■ 予防接種　(健康福祉課 )

６，７２５ 万円

財源　市：６，７２５万円

　感染症予防のため、予防接種法に基づく定
期予防接種を推進しました。

また、宮若市の単独事業として、７０歳以上
を対象とした高齢者肺炎球菌予防接種費用の
一部助成事業を継続して行いました。

・三種混合（ジフテリア、百日せき、破傷風）
・四種混合
（ジフテリア、百日せき、破傷風、ポリオ）
・二種混合（ジフテリア、百日せき）
・日本脳炎　　・ＭＲ（麻疹、風疹）
・ポリオ　　　・インフルエンザ
・ＢＣＧ　　　・小児肺炎球菌
・ヒブ　　　　・子宮頸がん
・水痘　　　　・成人用肺炎球菌
・Ｂ型肝炎

■ 特定健康診査・特定保健指導
　 ( 市民生活課 )

１，８０１ 万円

財源　国：３８２万円　県：３８２万円
         市：１，０３７万円

　特定健診は内臓
脂肪型肥満に着目
し た 健 康 診 査 で、
メタボリックシン
ドローム（内臓脂肪
症候群）に該当する人などを対象に生活指導な
どを行い、生活習慣病を予防することを目的
としています。

　また、受診率の向上対策として、自己負担
の無料化を継続するとともに、医療機関と連
携を図り、健診の結果、生活習慣病の予備軍
や要受診者となる方を対象に、保健師・管理
栄養士による受診指導、生活改善指導を実施
し、疾病の発症・悪化の防止に努めました。

医療の充実

■ 医療費適正化対策　( 市民生活課 )

８ 万円

財源　市：８万円

　宮若市の国民健康保険財政の健全化に向け
た取組の一つとして、ジェネリック医薬品（後
発医薬品）の使用による減額通知を実施し、普
及促進に努めました。

■ 子ども医療費の助成　( 市民生活課 )

７，４０１ 万円

財源　県：２，３９９万円　その他：４０５万円
　　　市：４，５９７万円

　子育て世帯の経済的な負担を軽減するため
に、就学前の乳幼児の入院・通院にかかる医
療費の自己負担分を全額助成します。
　また、平成２８年１０月から福岡県の子ども
医療費助成が小学校卒業まで拡大されたこと
に伴い、宮若市では独自に通院・入院とも中
学校卒業まで助成を拡大しました。
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第５章 豊かな心を育むまちづくり

学校教育の充実

■ 宮若西小学校スクールバス購入
　 ( 学校教育課 )

６，３０４ 万円

財源　県：２，７２６万円　市：３，５７８万円　

　宮若西中学校区の
小学校再編に伴い、
遠距離となる児童等
の通学手段として、
平成２９年度から宮
若西小学校（小中一
貫校）のスクールバス運行を開始するためのバ
スを購入しました。

■ 確かな学力の育成　( 学校教育課 )

１，５９６ 万円

財源　県：７０万円　市：１，５２６万円

学力向上については、学力向上プロジェク
ト E 事業を中心として、基礎的・基本的な知識・
技能の習得や思考力・判断力・表現力等の育
成並びに学習意欲の向上や学習習慣の定着な
ど、確かな学力を育成する様々な事業を実施
しています。

平成２７年度より実施している放課後学習
「みやわかアフタースクール」を５小中学校に
広げ、子どもたちの学習支援を行いました。
また、教員の資質向上のための研修会「みやわ
か教師塾」を開催、学力実態調査・体力実態調
査を実施、サタデー・ピア・スクール（国語、
算数のドリル学習及びトヨタ自動車九州株式
会社の協力を得たサイエンス・スクール）を実
施しました。

また、児童生徒の学力向上と、開かれた学
校づくりの推進のために、土曜日授業を実施
しました。

■ 宮若市立小中一貫校の整備　
 　( 学校教育課 )

３億７，５１５ 万円

財源　国：２，０１３万円
         市：３億５，５０２万円
　　　（うち市債：２億１，１７０万円）

　平成２６年度から２７年度にかけて新校舎の
建設を行い、平成２８年４月に開校した小中一
貫校について、宮若西中学校の旧校舎等を解
体し、第 1 グラウンド及び部室棟の整備を行い、
小中一貫校の建設に関する事業を完了しまし
た。

■ 教育施設の適正配置　( 学校教育課 )

２，０２２ 万円

財源　県：７３８万円　市：１，２８４万円

　学校等整備計画に基づき、宮若西中学校区
の小学校５校の再編に向けて、各学校長及び
保護者で組織している小学校再編準備委員会
を開催して、通学手段や校名・校歌・校章等
の決定など、新設する宮若西小学校開校に向
けて、準備を進めました。

■ 教育相談員配置事業　( 学校教育課 )

１，１６６ 万円

財源　市：１，１６６万円

　いじめや不登校、暴力行為などの諸問題
の未然防止や児童生徒、保護者の教育相談
の充実を図るため、教育相談員、ＳＳＷ（ス
クールソーシャルワーカー）及びスクール
カウンセラーを配置し、学校における様々
な生徒指導問題に対応できるように努める
とともに、不登校児童生徒対策として教育
支援センター（適応指導教室）に、主任指
導 員 や 指 導 員 を 配 置 し、 学 校 に 行 け な い
児童生徒の学校復帰の支援を行いました。 
　また、障がいのある幼児、児童生徒に適切
な就学指導を行うため、発達検査およびカウ
ンセリングを行うカウンセラーを配置し、子
どもたちが円滑な学校生活を送ることができ
るように支援を行いました。
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■ 小中一貫校の給食調理業務
　 委託事業 ( 学校給食課 )

２，０１５ 万円

財源　市：２，０１５万円

　若宮小学校と宮若
西中学校（小中一貫
校）が平成２８年４
月に開校したことに
伴い、小中一貫校及
び若宮幼稚園の給食
調理等業務を民間委託しました。

青少年の健全育成

■ 宮若リコリスを活用した生涯学習
　 の充実 ( 社会教育課 )

１６６ 万円

財源　市：１６６万円

　青少年健全育成事業の一環として、青少年
育成市民会議をはじめとする関係団体と連携
し、地域が一体となって生涯学習の拠点施設
であるリコリスを主会場とした「リコリス子ど
もまつり」を開催しました。

スポーツの推進

■ 光陵グリーンパークの整備
　 ( 社会教育課 )

５，１１８ 万円

財源　国：２，４９８万円
         市：２，６２０万円（うち市債：２，２４０万円）

　光陵グリーンパークは、平成２７年度までに
光陵グリーンスタジアム（野球場）、多目的グ
ラウンド、クラブハウスが完成し、平成２８年
度については、多目的グラウンド周辺の整備
を行いました。

芸術文化活動の充実

■ 地域住民のためのコンサート
　　( 社会教育課 )

６３ 万円

財源　市：６３万円

　心豊かに生活するため、多くの市民に優れ
た芸術文化に親しむことができる鑑賞機会の
提供を図るため、地域住民のためのコンサー
トを開催しました。

■ 宮若市文化祭　( 社会教育課 )

８７ 万円

財源　市：８７万円

　市民及び市内
文化団体の日頃
の芸術文化の成
果を発表する場
として、宮若市
文化連盟との共
催で宮若市文化祭を開催しました。　

文化財の保護・継承

■ 竹原古墳保存整備計画（実施設計）
　  の策定 ( 社会教育課 )

１，３１４ 万円

財源　国：６００万円　市：７１４万円

国指定史跡竹原古墳を広く共有の財産とし
て後世に残していき、保存整備や環境整備を
推進するため、竹原古墳の墳丘及び石室内部
の保存を中心に保存整備計画（実施設計）を策
定しました。



18 Miyawaka Money Book

第
６
章

第６章 地域が自立した協働のまちづくり

ふれあい交流活動の充実

■ ３者協定に基づく海外交流事業
　 ( 総合政策課 )

１９２ 万円

財源　市：１９２万円

ト ヨ タ 自 動
車 九 州 ㈱、 宗
像市及び宮若
市の地域連携
事業の取り組
み と し て、 市
内在住の中高
校生を海外に派遣するプログラムを実施しま
した。現地のホストファミリーや同世代のバ
ディとの交流や日本のことを伝えるプレゼン
テーション等を通じて将来を担うグローバル
な人材の育成に取り組みました。

平成２８年度は、１２名（宮若市枠５名、宗像
市枠５名、トヨタ枠２名）の中高生をカナダに
派遣しました。

人権尊重社会の構築

■ 人権講演会・地域懇談会開催事業
　 ( 社会教育課 )

３１ 万円

財源　県：１３万円　市：１８万円

　人権問題に対する正しい理解と認識を深め
るため、人権講演会、人権問題地域懇談会を
開催しました。

地域コミュニティの形成

■ 職員地域担当制度　( まちづくり推進課 )

１１０ 万円

財源　市：１１０万円

　自治基本条例に基づく職員の地域担当制度
については、市内各ブロックで地域と職員が
協働し、様々な行事、イベントを実施しました。

地域情報化の推進

■ 社会保障・税番号制度の円滑な
　 運用 ( 総務課 )

２，３９０ 万円

財源　国：９１３万円
　　　市：１，４７７万円

　平成２８年１月からマイナンバー制度の運用
が開始され、市の行政事務において法律や条
例に定められた範囲で個人番号が利用されて
います。平成２８年度は、平成２９年７月から
開始される国や県、他市町村との情報連携に
向けて、業務システムの改修や総合運用テス
トを実施し、円滑な運用を行うための体制整
備を行いました。

市民参加の推進

■ 広報広聴の充実 ( 総合政策課 )

１，０６２ 万円

財源　国：５３１万円　市：５３１万円

　行政情報の発
信については、
広報紙発行と併
せ、市民の生活
スタイルに応じ
た広報媒体との
併用による情報
発信が不可欠で
す。市公式ホームページのリニューアルにつ
いては、施策等の効率的・効果的な情報発信
に対応し、情報を活用することで市政への市
民参画を促すため、スマートフォン対応やトッ
プページデザインの大幅な変更、情報分類の
見直しなど、利用しやすくわかりやすいシス
テム構築を行いました。

また、新しいまちのイメージを定着させる
ための具体的な計画「宮若市イメージアッププ
ラン」に基づき、インターネット検索連動型広
告や新聞など様々な媒体を活用した情報発信
を行いました。
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第７章 計画の推進と実現のために

■ 地番現況図等更新業務　( 税務収納課 )

７８８ 万円

財源　市：７８８万円

課税対象物件の的確な把握による適正な課
税を図るため、地番現況図や公図の通年異動
更新と平成３０年度評価替えに向けての土地評
価見直し業務を行いました。

■ 固定資産（土地）評価替えにおいて
　  活用する標準宅地鑑定評価業務
 　( 税務収納課 )

１，２６５ 万円

財源　市：１，２６５万円

　平成３０年度固定資産評価替えにおいて活用
する宅地等の「適正な時価」を求めるため、
市内全域の標準宅地について、平成２９年１月
１日現在における不動産鑑定評価業務を行い
ました。

■ 固定資産（土地）評価の価格修正
　 に伴う標準宅地時点修正業務
 　( 税務収納課 )

１３２ 万円

財源　市：１３２万円

　地価の下落を次年度の固定資産評価額に反
映させるため、７月１日時点における標準宅
地の時点修正率を鑑定評価により求め、市内
全域の宅地等について価格修正を行いました。

■ 公共施設等総合管理計画の策定
 　( まちづくり推進課 )

５１３ 万円

財源　市：５１３万円

　人口減少が進む中、国においても公共施設
の老朽化対策を喫緊の課題と位置付けており、
宮若市においても国からの要請を受け、長期
的な視点をもって更新や統合及び長寿命化な
どを計画的に行うための「宮若市公共施設等
総合管理計画」を策定しました。

■ 収納率の向上及び滞納対策の強化
 　( 税務収納課 )

６５ 万円

財源　市：６５万円

　収納率の向上のために、資力のある滞納者
に対して、動産及び不動産の差押を積極的に
行い、公売会などを活用しました。また、ファ
イナンシャルプランナーによる多重債務者の
ための過払い利息分の返還など、法律相談や
家計改善の指導などに取り組み滞納整理を行
いました。

　
■ 第２次宮若市総合計画の策定
　　( 総合政策課 )

４１９ 万円

財源　市：４１９万円

　平成２８年度から平成２９年度の２カ年をか
けて、計画期間を平成３０年度から平成３９年
度までの１０カ年とする「第２次宮若市総合計
画」を策定します。平成２８年度は、市民意識
調査等を実施し、基本構想の策定に着手しま
した。

■ 宮若市輝くふるさと応援寄附金制度
 　( 総合政策課 )

１，７６６ 万円

財源　市：１，７６６万円

　宮若市のまちづく
りに賛同する方から
の「ふるさと納税制
度」による寄附金を
財源に、特色あるま
ちづくりを進めま
す。平成２８年度は、
外部ポータルサイト
の導入やクレジット
決済機能の追加のほ
か、寄附をいただいた皆さんに送る返礼品の
充実などに取組みながら、宮若市をＰＲしま
した。
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一　般　会　計
　　歳入総額 １６８億５，８０７万円
　　歳出総額 １５９億６，３０５万円

　　差引残額  ８億９，５０２万円 

                 歳　入
款 決算額

１　市税 ４６億８，６７２万円
２　地方譲与税 １億５，９７６万円
３　利子割交付金 ２４１万円
４　配当割交付金 ７８８万円
５　株式等譲渡所得割交付金 ５２４万円
６　地方消費税交付金 ５億８，２９９万円
７　ゴルフ場利用税交付金 ４，６０１万円
８　自動車取得税交付金 ４，２５４万円
９　国有提供施設等所在市町村助成交付金 １７３万円
１０ 地方特例交付金 １，０８２万円
１１ 地方交付税 ４２億６，２３８万円
１２ 交通安全対策特別交付金 ５８１万円
１３ 分担金及び負担金 １億３，３５７万円
１４ 使用料及び手数料 ３億８，２４７万円
１５ 国庫支出金 ３１億３，７８５万円
１６ 県支出金 ９億８，５７９万円
１７ 財産収入 ２億８，７６２万円
１８ 寄附金 ６，７５７万円
１９ 繰入金 ２，０２４万円
２０ 繰越金 ６億５，６８０万円
２１ 諸収入 ２億１，７５９万円
２２ 市債 １１億５，４２８万円

性質別
区分 決算額

人件費 ２１億３，０５８万円
扶助費 ４１億１，００３万円
公債費 １４億４，７３９万円
物件費 ２１億１１４万円
維持補修費 １億７５０万円
補助費等 １４億６，８７９万円
繰出金 １６億１，１９３万円
積立金 ７億６，４５１万円
投資及び出資金・貸付金 ２，０００万円
投資的経費 ２２億１１８万円

目的別
款 決算額

１　議会費 １億６，３６５万円
２　総務費 ２５億５，６７１万円
３　民生費 ６２億２，１８６万円
４　衛生費 １１億２，０８０万円
６　農林水産業費 ５億４，０７２万円
７　商工費 ２億６，１６１万円
８　土木費 １４億８，９８４万円
９　消防費 ５億４，５３２万円
１０ 教育費 １５億９，９０７万円
１１ 災害復旧費 １，６０８万円
１２ 公債費 １４億４，７３９万円

歳　出

資料．決算概要
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歳出
款 決算額

１　総務費 ５，２２９万円
２　保険給付費 ２３億１，１３３万円
３　後期高齢者支援金等 ３億８，０４１万円
４　前期高齢者納付金等 ２８万円
５　老人保健拠出金 １万円
６　介護納付金 １億４，８４５万円
７　共同事業拠出金 ９億２，２０２万円
８　保健事業費 １，８２５万円
１１ 諸支出金 ２７５万円
１３ 繰上充用金 ４億２，２９５万円

歳入
款 決算額

１　国民健康保険税 ５億７，２７３万円
２　使用料及び手数料 ３６万円
３　国庫支出金 ９億７，６９２万円
４　療養給付費等交付金 ８，３０８万円
５　前期高齢者交付金 ７億７，９６９万円
６　県支出金 １億８，５８６万円
７　共同事業交付金 ９億９４３万円
９　繰入金 ２億９，９７８万円
１１ 諸収入 ５６３万円

国民健康保険特別会計
　　歳入総額 ３８億１，３４８万円
　　歳出総額 ４２億５，８７４万円

　　差引残額 −４億４，５２６万円

歳出
款 決算額

１ 総務費 ２４４万円
２ 後期高齢者医療広域連合納付金 ４億３８０万円
３ 諸支出金 ４２万円
４ 保健事業費 ５９万円

歳入
款 決算額

１ 後期高齢者医療保険料 ２億７，３５３万円
２ 使用料及び手数料 ５万円
３ 繰入金 １億３，３８２万円
４ 繰越金 ７０７万円

後期高齢者医療特別会計
　　歳入総額 ４億１，４４７万円
　　歳出総額 ４億　７２５万円

　　差引残額   ７２２万円
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歳出
款 決算額

１ 総務費 １７万円
２ 基金積立金 １３２万円
３ 公債費 ３３８万円

歳入
款 決算額

１ 貸付回収金 ３７８万円
２ 県支出金 １９万円
３ 財産収入 １３２万円
５ 繰越金 １，０００万円

住宅新築資金等特別会計
　　歳入総額 １，５２９万円
　　歳出総額 ４８７万円

　　差引残額 １，０４２万円

簡易水道事業特別会計
　　歳入総額 ９，８８４万円
　　歳出総額 ９，７７５万円

　　差引残額 １０９万円

公共下水道事業特別会計
　　歳入総額 ９億４，６５０万円
　　歳出総額 ９億１，４１４万円

　　差引残額 ３，２３６万円

歳出
款 決算額

１ 総務費 １，３４９万円
２ 事業費 ２，８０４万円
３ 公債費 ５，６２２万円

歳入
款 決算額

１ 分担金及び負担金 ２６６万円
２ 使用料及び手数料 ４，１７６万円
３ 繰入金 ４，７００万円
４ 繰越金 ６３万円
５ 諸収入 ６７９万円

歳出
款 決算額

１ 総務費 ７，９３０万円
２ 公共下水道建設費 ７億１１７万円
３ 公債費 １億３，３６７万円

歳入
款 決算額

１ 分担金及び負担金 ３，８９５万円
２ 使用料及び手数料 ２，８５５万円
３ 国庫支出金 ２億６，５０３万円
５ 財産収入 １２万円
６ 繰入金 ２億７，４７２万円
７ 繰越金 ３，８９０万円
８ 諸収入 ９６３万円
９ 市債 ２億９，０６０万円
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歳出
款 決算額

１ 総務費 ６０万円
２ 財産費 １，７４３万円

歳入
款 決算額

１ 財産収入 １，９１３万円
２ 繰入金 ５０万円
３ 繰越金 ９万円
４ 諸収入 １７万円

吉川財産区特別会計
　　歳入総額 １，９８９万円
　　歳出総額 １，８０３万円

　　差引残額 １８６万円

支出　 　　　　４億８，６１５万円
区分 決算額

原水及び浄水費 １億３，７０１万円
配水及び給水費 ７，６５２万円
受託給水工事費 ５，４２８万円
総係費 ４，１５０万円
減価償却費 １億４，２７１万円
支払利息及び企業債取扱諸費 ３，３５２万円
特別損失 ６１万円

収入　 　　　　 ５億３，９９５万円
区分 決算額

給水収益 ４億６１０万円
受託給水工事収益 ５，４０１万円
その他営業収益 ２２万円
負担金 １，６３８万円
他会計補助金 ７５万円
水道加入金 ５６３万円
長期前受金戻入 ５，３３６万円
雑収益 ７７万円
その他特別利益 ２７３万円

水道事業会計

支出　 　　　　４億６，２９９万円
区分 決算額

建設改良費 ３億５，１６８万円
固定資産購入費 ６６１万円
企業債償還金 １億４７０万円

収入　 　　　　 ３億２，８３８万円
区分 決算額

企業債 ２億６，７９０万円
他会計補助金 ３２７万円
負担金 ５４７万円
国庫補助金 ５，１７４万円

（１）収益的収入及び支出

（２）資本的収入及び支出
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本庁舎　 　TEL　０９４９−３２−０５１０（代）　　FAX　０９４９−３２−９４３０
課　　名 係　　名 業務内容 電話番号

総 務 課
総務グループ 職員の人事、給与、研修、福利厚生、文書、情報公開、個人情報保護など ３２−０５１１
防災安全係 消防、防災、防犯、交通安全など
情報推進係 電算システムの開発管理、セキュリティ対策など ３２−１０７２

管 財 課 財産管理係 市有財産管理、庁舎管理など ３２−０７６１
契約検査係 契約、請負業者の指名及び入札など

市 民 生 活 課 市民係 転入転出等、住民票、戸籍、印鑑登録、選挙管理委員会など ３２−０５１４
国保年金係 国民健康保険、国民年金、後期高齢者医療など ３２−４００４

税 務 収 納 課

市民税係 市県民税、国民健康保険税、軽自動車税の賦課など ３２−０５１３
資産税係 土地、家屋及び償却資産の評価、賦課など

納税管理係 市税、国民健康保険税の徴収及び市税等諸証明の交付、税及び料の滞納対
策全般など ３２−１００８

総 合 政 策 課 秘書・政策推進グループ 表彰、市長及び副市長秘書、広報、総合計画、広域行政、人材育成、まちづ
くり出前講座、国際交流、ふるさと納税など ３２−０５１２

財政係 予算編成、執行管理、財政計画、地方交付税、市債、行財政改革など

まちづくり推進課 地域振興係 定住促進、自治会、犬鳴川河川公園、空き家・空き地対策、企業誘致など ３２−０７７３
拠点整備推進係 拠点整備の促進など

子 育 て 支 援 課 子育て支援係 児童及び母子福祉、児童手当、児童扶養手当、家庭児童相談など ３２−０５１７
幼児育成係 保育所・認定こども園維持管理・運営、学童保育など

健 康 福 祉 課

障がい者福祉係 障がい者（児）福祉など ３２−０５１５
高齢者福祉係 高齢者福祉、介護保険、戦傷病者遺族等援護、高齢化対策など
健康対策係
（保健センターパレット） 健康づくり、各種保健事業、予防接種、母子健康手帳交付、精神保健など ５５−６０００

地域包括支援センター 介護予防ケアマネジメント、高齢者の総合相談支援など ３３−３４５６

保 護 人 権 課

事務係 生活保護に関する事務など ３２−９３７７
保護係 生活保護に関することなど

人権福祉係 民生・児童委員、人権・同和対策、男女共同参画、隣保館、日本赤十字社事業、
住宅新築資金など ３２−０７６５

環 境 保 全 課 環境衛生係 じん芥施設、衛生施設に関すること、犬の登録など ３２−０５１６
環境対策係 環境基本計画、火葬場、不法投棄、太陽光発電等設置助成など

産 業 観 光 課 商工振興係 商工業の振興、消費生活、雇用促進など ３２−０５１９
観光推進係 観光振興、いこいの里千石等観光資源、犬鳴ダム周辺公園など

農 政 課 農林対策係 林業経営の改善、林業生産の基盤整備、有害鳥獣駆除、荒廃森林対策など ３２−０５１８
農業振興係 農業経営の改善、地域農政推進、認定農業者、農業共済など

土 地 対 策 課
用地係 用地取得、登記、土地収用法、地価公示法、市道の認定、道路台帳、占用

使用許可、屋外広告物など ３２−０５６９
国県道整備対策係 県道の整備に関することなど
国土調査係 地籍測量、地籍図作成、地籍簿作成など ３２−０５６６

建 築 都 市 課 建築都市グループ 都市計画、建築協定、景観、緑化対策、市営住宅の建設・維持管理など ３２−０９５５
住宅管理係 市営住宅の入退去、特定鉱害復旧等申出事務、住宅改修助成など

土 木 建 設 課

維持係 道路、河川、下排水維持管理、土木災害復旧、交通安全施設など

３２−０７９９建設係 土木施設の新設改良工事など

農業土木係 農業用施設等の新設・改良・維持管理、土地改良、災害復旧、林地崩壊防止
事業、力丸用水など

下 水 道 課 下水道係 下水道工事施工管理、設計、事業計画など ３２−３１５９
管理係 下水道資産管理、使用料、浄化槽設置助成など

会 計 課 会計係 各種料金の支払い窓口、公金経理、資金管理など ３２−３３２３

水 道 課
業務係 水道料金に関することなど

３２−１００５給水係 水道の給水など
浄水係 浄水場の維持管理など

学 校 教 育 課 管理係 小中学校・幼稚園の施設整備及び維持管理など ３２−１００７
学校教育係 児童・生徒の就学、奨学金、通学区域など

社 会 教 育 課
公民館・スポーツ振興係 公民館・スポーツ施設の管理運営、社会体育、学校体育施設開放など ３２−０１２３
社会教育・文化推進グ
ループ 図書館、青少年の健全育成、生涯学習、文化財、文化振興など ３２−３２１０

学 校 給 食 課 学校給食係 学校給食、給食センターなど ３２−０７１５
議 会 事 務 局 議会係 市議会に関することなど ３２−１１３５
農 業 委 員 会 農業委員会事務局 農地等の利用関係、農地法、農業者年金など ３２−３５５３
監 査 事 務 局 監査事務局 監査委員及び公平委員会に関することなど ３２−１００４

若宮総合支所　 TEL　０９４９−５２−１１１１（代）　　FAX　０９４９−５２−３１１９
課　　名 係　　名 業務内容 電話番号

市 民 課 市民福祉グループ 転入転出、住民票、戸籍、税の収納証明、国民健康保険、国民年金、
オフトーク放送、児童及び母子福祉、人権・同和対策、ごみ、し尿など ５２−１１１１

宮若市役所　ダイヤルガイド
事業の内容の詳細などは、お気軽にこちらまでおたずね下さい。



25Miyawaka Money Book

宮 

若 

市 

市 

民 

憲 

章

　
私
た
ち
の
宮
若
市
は
、
緑
輝
く
自
然
や
誇
り
あ
る
歴
史
を

先
人
よ
り
受
け
継
い
で
き
た
ま
ち
で
す
。

　

こ
の
ま
ち
を
愛
す
る
私
た
ち
は
、
将
来
の
夢
や
希
望
を

実
現
で
き
る
「
輝
く
ふ
る
さ
と
」
を
目
指
し
、
こ
こ
に
市

民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

　

一　
み
ど
り
豊
か
な
自
然
を
愛
し
、
美
し
い
ま
ち
を

　
　
　
つ
く
り
ま
す
。

　
一　
歴
史
と
伝
統
に
学
び
、
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち

　
　
　
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
一　
互
い
に
助
け
あ
い
、
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
を

　
　
　
め
ざ
し
ま
す
。

　
一　
活
力
に
満
ち
た
産
業
を
育
み
、
働
き
や
す
い
ま

　
　
　
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
一　
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
誇
れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま

　
　
　
す
。

　  市の木・桜
河川敷や公園などに植え
られ、市民の皆さんに親
しまれています。

  市の花・彼岸花
どんな天候でも花を咲か
せ、堅実な歩みを目指す
宮若市を表しています。

市章
「み」の文字をモチーフに、
市民が明るく輝き、飛躍し
ている様子を表しています。

宮
若
市
歌
「
輝
く
ふ
る
さ
と
」

　　

安
ら
げ
る
人
が
い
る　

癒
さ
れ
る
緑
が
あ
る

　

そ
し
て
輝
く　

歴
史
が
あ
る

　

宮
若
市
温
か
い
ふ
る
さ
と

　

宮
若
市
輝
く
ふ
る
さ
と

　

さ
ぁ
こ
こ
へ
お
出
で
よ

　

共
に
輝
く
未
来
を
築
こ
う
よ

　

風
が
優
し
さ
を
連
れ
て
く
る

　

水
が
命
を
授
け
て
く
れ
る

　

人
は
思
い
や
り
に
溢
れ　

街
は
喜
び
に
包
ま
れ
る

　

そ
ん
な
街
だ
よ　

大
好
き
な
街
だ
よ

　

君
と
一
緒
に
見
つ
め
た
い　

歴
史
と
夢
と
未
来
を

　

安
ら
げ
る
人
が
い
る　

癒
さ
れ
る
緑
が
あ
る

　

そ
し
て
輝
く　

歴
史
が
あ
る

　

宮
若
市
温
か
い
ふ
る
さ
と

　

宮
若
市
輝
く
ふ
る
さ
と

　

さ
ぁ
こ
こ
へ
お
出
で
よ

　

共
に
輝
く
未
来
を
築
こ
う
よ

　

輝
く
ふ
る
さ
と
を
築
こ
う
よ
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